
 

                                      

                                      

                                      

               

福
島
原
発
事
故
は
「
安
全
神

話
」を
打
ち
砕
い
た 

 

先
ず
「
岩
手
の
会
」
の
原

田
浩
さ
ん
が
「
要
望
書
」
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。 

要
望
事
項
は 

一
、
福
島
原
発
事
故
の
再

来
を
防
ぐ
観
点
か
ら
女

川
・
東
通
原
発
の
安
全
性
に

つ
い
て
至
急
抜
本
的
に
見

直
し
、
耐
震
、
津
波
、
電
源

喪
失
に
つ
い
て
二
重
三
重

の
安
全
対
策
を
施
し
万
全

を
期
す
る
こ
と 

二
、
東
北
各
県
ご
と
に
複

数
の
説
明
会
を
開
催
す
る

こ
と 

三
．
福
島
原
発
事
故
の
全
容

が
解
明
さ
れ
、
被
災
者
全
て

が
事
故
前
の
生
活
を
取
り 

戻
す
ま
で
原
発
増
設
は
凍

結
、
停
止
中
の
原
発
は
稼
働

さ
せ
な
い
こ
と
。 

 

提
出
団
体
は 

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
岩
手
の
会(

岩
手
）、
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
八

戸
）
、
荒
木
農
場
（
東
北
町
）
、

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

会
（
宮
古
）
、
わ
か
め
の
会

(

仙
台)

、
な
ど
十
一
団
体
。 

 

女
川
、
東
通
原
発
は
廃
炉
に 

  

続
い
て
「
生
協
あ
い
コ
ー

プ
み
や
ぎ
」
の
鈴
木
智
子
さ

ん
が
「
要
請
文
」
を
読
み
上

げ
ま
し
た
。 

 

要
請
文
の
内
容
（
要
約
） 

 

女
川
、
東
通
両
原
発
の
廃

炉
を
要
請
し
ま
す
。
私
た
ち

あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
は
食

の
安
全
と
自
然
環
境
保
全

を
長
い
間
進
め
て
き
ま
し

た
。
福
島
原
発
事
故
は
収
束

の
見
込
み
も
立
た
ず
、
生
協

運
動
の
基
盤
を
崩
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
北
電

力
の
女
川
、
東
通
原
発
は
外

部
電
源
喪
失
の
危
機
を
か

ら
く
も
脱
し
現
在
停
止
中

で
す
が
、
福
島
事
故
の
教
訓

は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
原
発

と
再
処
理
工
場
は
全
て
廃

炉
、
廃
止
と
す
べ
き
で
す
。 

 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主 
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六
月
十
三
日
、
市
民
団
体
代
表
約
二
〇
人
が
仙
台
市
の
東
北
電
力
本
社
を
訪
れ
、
要
請
文

(

海
輪
誠
社
長
宛)

を
提
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
東
日
本
震
災
で
辛
う
じ
て
事
故
を
免
れ

現
在
停
止
中
の
女
川
原
発
と
東
通
原
発
に
つ
い
て
、
福
島
原
発
事
故
の
再
来
を
防
ぐ
観
点

か
ら
、
安
全
性
に
つ
い
て
至
急
抜
本
的
に
見
直
し
万
全
を
期
す
こ
と
、
各
地
で
安
全
対
策

説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
事
故
が
収
束
、
全
容
解
明
し
、
被
災
者
が
事
故
前
の
生
活
を

取
り
戻
す
ま
で
、
原
発
の
増
設
、
稼
働
を
さ
せ
な
い
こ
と
、
で
す
。
応
対
し
た
の
は
広
報
・

地
域
交
流
部
大
高
和
史
課
長
と
火
力
原
子
力
本
部
渡
邉
義
寛
原
子
力
業
務
課
長
ら
二
人
で

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
や
仙
台
放
送
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
が
取
材
し
ま
し
た 



体
と
し
た
地
産
地
消
の
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

シ
フ
ト
す
る
よ
う
要
請
し

ま
す
。 

 

 

福
島
の
事
故
は
深
刻 

 

し
か
し
・・・ 

 

要
請
文
を
受
け
取
っ
た 

東
北
電
力
担
当
者
は
「
要
請

文
は
社
長
に
伝
え
ま
す
」
と

答
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。 

 

福
島
原
発
は
当
社
の
対 

象
区
域
に
あ
り
、
事
故
を
深 

刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。
何

と
か
早
く
収
束
さ
せ
た
い
。 

 

被
害
を
受
け
停
止
中
の 

女
川
、
東
通
原
発
に
つ
い
て 

                  

安
全
確
保
の
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。 

 

現
在
被
害
を
受
け
た
火

力
発
電
所
の
復
旧
の
努
力

も
し
て
い
る
。
確
か
に
将
来

は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
展

望
す
る
が
、
原
子
力
発
電
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

大
事
故
を
起
こ
し
そ
れ
で
も

「
原
発
が
必
要｣

な
の
か 

 

盛
岡
市
か
ら
参
加
し
た
女

性
は
「
福
島
で
つ
い
に
原
発

事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。 

原
発
を
運
転
し
て
い
る
東

北
電
力
の
担
当
者
は
ど
う 

考
え
を
変
え
た
の
か
、
そ
れ 

                  

を
知
り
た
く
て
や
っ
て
き 

た
。
こ
れ
と
同
じ
事
故
が
さ 

ら
に
起
こ
っ
た
ら
日
本
は

終
わ
り
だ
。
再
び
事
故
を
起

こ
さ
な
い
と
言
い
切
れ
な

い
原
発
は
即
時
や
め
る
べ

き
だ
。 

生
協
運
動
を
行
っ
て
い
る 

女
性
は
「
三
人
の
子
供
へ
の

放
射
線
の
影
響
を
考
え
る

と
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
な
い
。
原
発
は
人
工
の
有

害
な
放
射
能
を
ま
き
散
ら

し
て
い
る
。
原
発
は
や
め
て

ほ
し
い
」 

仙
台
市
の
女
性
は
「
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
来
原
発

事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え

て
き
た
。
こ
ん
な
危
険
な
原

発
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
六
カ

所
村
や
女
川
町
が
こ
ん
な

に
も
危
険
な
原
子
力
の
被

害
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
く
や
し
く
つ
ら
い
」 

 

こ
の
よ
う
な
、
原
発
そ
の

も
の
へ
の
批
判
に
対
し
て 

担
当
者
は
、
原
発
の
電
力
は

必
要
と
繰
り
返
す
の
み
で

し
た
。 

市
民
か
ら
は
さ
ら
に
、 

◇
東
北
電
力
と
し
て
こ
れ

は
と
い
う
、
原
発
事
故
対
策

が
あ
っ
た
ら
紹
介
し
て
ほ

し
い
。
担
当
者
は
「
女
川
で

は
高
台
に
非
常
用
電
源
を

置
く
な
ど
津
波
対
策
を
始

め
た
」
と
か
「
外
部
電
源
喪

失
対
策
と
し
て
、
下
北
半
島

と
宮
城
を
結
ぶ
送
電
線
ル

ー
ト
を
新
設
す
る
」
な
ど
の

回
答
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
◇
女
川
原
発
沖
か

ら
ヨ
ウ
素
１
３
１
が
発
見
さ

れ
た
が
、
女
川
原
発
は
放
射

能
の
ピ
ン
ホ
ー
ル
漏
れ
を

前
提
に
し
て
運
転
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
◇
送 

      

東
北
電
力
の
株
主
総
会
が

六
月
二
九
日
仙
台
市
で
開
か

れ
ま
し
た
。
（
詳
細
は
後
報
）

東
北
電
力
管
内
で
悲
惨
な
原

発
事
故
が
つ
い
に
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
の
に
取
締
役
会
の

提
案
は
原
発
推
進
を
掲
げ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

「
脱
原
発
東
北
電
力
株
主
の

会
（
代
表
・
篠
原
弘
典
氏
）
」

は
、
脱
原
発
を
主
張
す
る
株

主
二
三
二
人
（
二
八
九
、
二

〇
〇
株
）
の
連
名
で
、
五
月

二
日
本
社
に
出
向
き
「
原
発

廃
止
な
ど
の
提
案
」
を
提
出

し
株
主
総
会
の
議
題
と
さ
せ

ま
し
た
。
提
案
は
三
件
で
す
。 

 

第
５
号
議
案
・
定
款
一
部

の
変
更
「
原
子
力
発
電
の
廃

止 

第
四
四
条
当
会
社
は
原 

 

電
線
用
鉄
塔
も
耐
震
性
が 

も
ろ
い
の
で
は
な
い
か
。
◇

女
川
原
発
の
被
害
を
少
な

い
よ
う
に
発
表
し
て
い
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
数
値
も
正

確
に
報
道
す
る
べ
き
だ
。 

県
政
記
者
ク
ラ
ブ 

 

共
同
記
者
会
見 

 

こ
の
あ
と
県
庁
で
記
者

会
見
を
行
い
要
望
書
の
内

容
や
要
請
行
動
の
目
的
を

伝
え
ま
し
た
。 

     

子
力
発
電
を
廃
止
す
る
。
更

に
代
替
え
可
能
で
多
様
な
電

源
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
持
て
る
力
を
注
ぎ
邁
進
す

る
」 

第
６
号
議
案
・
定
款
の
一
部

変
更
「
第
四
五
条 

当
会
社

は
核
燃
再
処
理
事
業
へ
の
投

資
を
行
わ
な
い
。
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
を
運
営
す
る
日
本

原
燃
（
株
）
へ
の
増
資
は
撤

回
す
る
」 

第
７
号
議
案
・
会
社
提
案
へ

の
対
案
「
危
険
な
原
発
を
推
進

し
た
取
締
役
の
社
会
的
責
任
を

明
確
に
す
る
た
め
取
締
役
賞
与

は
計
上
し
な
い
」 

 

こ
の
「
株
主
の
会
」
の
提 

案
に
賛
成
票
を
投
じ
た
あ
る

株
主
は
「
世
界
の
金
融
機
関 

原
発
事
故
と
放
射
能
被
害 

 

各
地
で
学
習
会 

  

福
島
原
発
事
故
と
放
射
能
を

考
え
る
学
習
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
岩
手
の
会
か
ら
永
田
文

夫
世
話
人
が
講
師
と
し
て
招
か

れ
て
い
ま
す
。 

 

○
葛
巻
町
森
と
風
の
学
校 

 

学
習
会 

 

六
月
十
一
日
、「
カ
フ
ェ
森 

 

の
風
」
に
約
三
〇
人
出
席
。 

○
子
供
達
の
未
来
を
考
え 

 

よ
う
平
泉
の
会
学
習
会 

 

六
月
十
七
日
平
泉
町
で
約 

一
三
〇
人
。
岩
手
日
報
に
記
事
。 

○
豊
か
な
食
べ
物
を
求
め
る
会 

 
 

学
習
会 

 

六
月
十
八
日
、
盛
岡
市
内
の

専
立
寺
の
大
広
間
い
っ
ぱ
い
に

約
三
〇
人
が
出
席
。 

○
い
わ
て
生
協
ベ
ル
フ
青
山 

 
 

学
習
会 

 

盛
岡
市
青
山
町
の
ベ
ル
フ
青

山
の
会
議
室
に
約
六
〇
人
出
席
。

演
題
「
福
島
原
発
事
故
の
真
相
、

明
る
い
未
来
へ
の
転
機
」
。
終
了

後
も
子
供
を
抱
え
た
母
親
た
ち

が
放
射
能
に
つ
い
て
質
問
を
続

け
て
い
ま
し
た
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

は
原
発
建
設
へ
の
融
資
を
し 

ぶ
り
始
め
て
い
る
。『
新
し
く 

原
発
を
計
画
す
る
』
と
言
っ

た
だ
け
で
そ
の
会
社
の
債
権

が
下
が
っ
て
し
ま
う
時
代
が

始
ま
っ
た
。
東
北
電
力
こ
そ

脱
原
発
に
舵
を
切
る
べ
き

だ
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

原
発
止
め
て
！ 

「
岩
手
の
会
」
は
六
月
二
五
日
盛
岡
市

内
い
わ
て
生
協
山
岸
店
前
、
仙
北
店
前
で
一
斉
署
名
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。  

 
 

 

山
岸
店
前
で
は
朝
九
時
か
ら

十
時
半
ま
で
五
人
が
立
ち
、
一
八

九
筆
集
ま
り
ま
し
た
。
仙
北
店
前

で
は
十
時
か
ら
一
二
時
半
ま
で

三
人
で
一
一
五
筆
、
さ
ら
に
午
後

二
時
過
ぎ
ま
で
四
人
で
一
八
八

筆
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

市
民
の
関
心
は
高
く
、
「
福
島

原
発
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

と
か
、
「
こ
れ
か
ら
は
危
険
な
原

発
は
絶
対
や
め
る
べ
き
だ
」
と
声

を
か
け
て
ゆ
く
人
達
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。 


